
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生　　　　産　　　　性 0，215＊＊＊ 0，079 0，038
経　　費　　節　　減 0，071 0，039 0，091
（生　　産　　部　　　門）
生　　　　産　　　　高 0．344＊＊＊ 0，156 0，013
生　　　　産　　　　性 0233＊ 一〇．101 一〇．085
品　　　　　　　　質 0．354＊＊＊ 0，002 0．261＊＊
労　　災　　防　　止 0，193 0，101 0，186
工程・作業条件改善 0，152 一〇，015 0，026
製造原価の低減 0．266＊＊ 一〇．051 0，057生産部門の全般的な目標
B成度 0，323＊＊ 0，007 一〇．109
（営　　業　　部　　　門）
販　　　　売　　　　高 0．213＊ 0，034 0，013
売　　上　　利　　益 0，085 一〇．054 一〇．037
市　場　　占　有　率 0．267＊＊ 0，152 0，155
新　市　場　開　拓 0．422＊＊＊ 0．209＊ 0，043
資　金　回　収　率 0，108 0，128 一〇．067
顧　客　サ　「　ビ　ス 0，123 0，054 一〇．009
経　　費　　節　　減 一〇．1G4 一〇．207＊ 一〇．275＊＊
営業部門の全般的な目標
B成度 0．286＊＊ 0，012 一〇，004
（石汗　　究　　「｝局　　多盗　　音ロ　　FrD
新　　製　　品　　開　　発 0，241 0，111 一〇．050
新　技　術　開　発 0，184 0，183 0，081
特　　許　　件　　数 0，357＊＊ 0，241 0，241
経　　費　　節　　減 一〇．077 0，196 0，220
学　界　へ　の　貢　献 0，157 0，111 0，217
実　用　新　案　件　数 0．374＊＊ 0，119 0，221
研究開発部門の全般的な















































































































































































































































































































































待遇への満足 一〇．098i0，30） 0，280＊＊i2．28） 一〇，041i0．30） 0，ユ44
（1）サンプル・サイズはN＝38。
表36w　実用新案件数と外的報酬の業績依存度の交互作用（研究開発部門，管理者データ）
@　　　独立変数
]属変数 実用新案件数
外的報酬の
ﾆ績依存度
実用新案件数＊
O的報酬の業績
ﾋ存度
R2
待遇への満足 0，002i0．00＞
0．252＊＊
i2．19）
0，051
i0．34＞ 0，142
（1）サンプル・サイズはN＝＝38。
表36x　全般的な目標達成度と外的報酬の業績依存度の交互作用（研究開発部門，管理者データ）
　　　　独立変数
]属変数
研究開発部門の
S般的な目標達
ｬ度
外的報酬の
ﾆ績依存度
全般的な目標達
ｬ度＊外的報酬
ﾌ業績依存度
R2
待遇への満足 一〇，221i0，66）
0．283＊＊＊
i2．41）
一〇．088
i0．73） 0，162
（1＞サンプル・サイズはN＝39。
（1）表36αから表36xについて，数値は偏回帰係数，（　）内はt値である。
（2）表36αから表36　xについて，統計的有意性はP＊＜0．10，P＊＊＜0．05，　P＊＊＊〈0．025，
　P＊＊＊＊く0．01，P＊＊＊＊＊＜O．005である。
（3）表36αから表36　xについて，回帰方程式の推定にあたってこれまでと同様に，多重共線性
　の発生による推定値の精度の低下を防ぐため，独立変数の第1項および第2項はともに平均
　値からの偏差に変換して計算している。したがって，独立変数の交互作用項はこうした変換
　後の2変数の積である。
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行われるほど比例的に増幅されるということである。
　表36αから表36xまでの分析結果をみると，われわれの前述の派生仮説と
矛盾するような結果はまったく検出されていないが（すなわち，交互効果が
負の有意な値となるような結果はまったく検出されていない），前述の派生仮
説を積極的に支持するような結果（すなわち，交互効果が正の有意なf直とな
るような結果）が検出されている分析も多いとはいえない。これにはさまざ
まな根拠が考えられるが，ここでは次の2点を指摘しておくことにする。第
1は，遂行と待遇への満足の関係がここでの分析でコントロールした外的報
酬の業績依存度のほかにも何らかの仕事役割要因によって条件づけられ，モ
デレートされているのではないかということである。こうした可能性は，わ
れわれの現実洞察力に一定の限界がある以上常に残されている問題である。
したがって，今後のより多くの実証研究の蓄積によって，こうしたモデレー
タ要因の1つ1つが明らかになっていくだろう。第2は，遂行と待遇への満
足の正順関係は本来あらゆる遂行変数について経験的に存在するのではなく
特定の典型的な遂行変数についてだけ経験的に存在するのではないかと
いうことである。もしもこうした推測が正しいとすれば，われわれが発見し
た2つの有意な関係は，そうした遂行変数の典型であることになる。・しかも，
以上の2つの根拠は相互に排反的ではなく，可能性としては両者とも同程度
にあり得ることである。したがって，今後の課題は，われわれがここでの分
析で見のがしているかも知れないさまざまなモデレータ要因を発見すること
と，そうしたモデレータ要因の条件下で存在している特定の遂行変数と待遇
への満足の正順関係（換言すれば，特定のモデレータ要因と特定の遂行変数
の問の正の交互作用）を発見することであるといえるだろう。
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